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女性医師の窓

病院の移転

石川県立中央病院 呼吸器内科 谷 まゆ子

今年のお正月早々、私が勤務している石川県立中央病院は、１９７６年から使い続けられた建物から、隣の敷地

にできた新病院へと移転しました。また、同時に電子カルテシステムが別の会社のシステムに切り替えとなり

ました。移転に向けて準備に追われた日々を少し振り返らせていただきます。

石川県立中央病院の建替えは２０１０年から計画され、約７年の期間を経て昨年の１０月に待望の新病院が完成し

ました。完成後は引越しの準備が始まり１１月末からは PET-CT やMRI が順次使えなくなり、入院患者数も絞

るようにとの指示がありました。引越し当日の患者さんの安全な搬送と、慣れない電子カルテシステムでトラ

ブルを起こすリスクの低減のため、早めの施設退院や転院の調整を行い、患者数を減らす努力を続けました。

しかし、思うようには進まず、引越し当日までに目標人数を達成するのは難しいのではないかと心配していま

した。そんな私の心配をよそに、実際には１２月下旬になると病院全体の入院患者数が減少し始め、移転当日に

はおおよその目標人数となっていました。後で話を聞くと、事前に内科での入院患者数を抑え、移転直前に外

科の予定手術を絞る方針で人数調整が計画的に進められていたそうです。

年末・年始にかけて、使用予定の処方薬や点滴は事前に新病院の該当病棟へ運び込まれ、患者さんの病状悪

化や急変が起こらないようにと緊張する日々になりました。電子カルテ情報移行のため、引越しの前々日から

は、カルテは閲覧のみに制限され、引越し前日には情報の閲覧も出来なくなりました。

１月４日、引越し当日は病院スタッフ総出で出勤し、患者さんの移送と病棟に残っていた物品の移動を行い

ました。車いすやベッドで移動してきた患者さんたちが新しい病室に入り終え、新しい電子カルテも起動して

漸く一安心。旧病院と新病院の間に何か所も救護班を配備するなど万全の備えのなか、大きなトラブルなく引

越しが完了しました。

続いて１月９日に新病院での外来診療が開始となりました。事前に新しいカルテシステムを用いたシュミレ

ーションを繰り返して開院当日を迎え、患者さんやお見舞いの方の不便がないよう複数のスタッフが案内に立

つなどの対応が行われました。移転当初はスタッフだけではなく患者さんも慣れない環境で戸惑っている様子

もありましたが、今ではすっかり落ち着いた日常が戻っています。

病院の移転のというタイミングで県立中央病院に勤務させていただき、移転前後の診療に関わる機会を持ち

ました。小さな備えを一つずつ重ねていくことで大きな事業も安全に成し遂げられるということを体感し貴重

な経験となりました。


